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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第15期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第14期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年４月１日
至平成21年３月31日

売上高（百万円） 4,787 5,299 19,946

経常利益（百万円） 580 678 2,460

四半期（当期）純利益（百万円） 303 348 1,209

純資産額（百万円） 4,652 4,857 4,730

総資産額（百万円） 9,153 9,269 10,193

１株当たり純資産額（円） 40,361.52 44,393.99 43,434.00

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
2,799.93 3,459.99 11,509.27

自己資本比率（％） 47.4 48.2 42.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△208 △728 2,098

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△80 △134 △528

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
106 △246 △947

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
3,824 3,520 4,629

従業員数（人） 414 403 396

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年６月30日現在

従業員数（人） 403 (74)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員を含みます。）は、当

第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年６月30日現在

従業員数（人） 323 (50)

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員を含みます。）は、当

第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

  該当事項はありません。

(2）受注状況

　当社グループの商品・サービスは、受注から納品までの期間がきわめて短いため、記載を省略しております。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（百万円）

前年同四半期比（％）

広告事業   

　　折込広告 3,398 109.6

　　販促物 861 103.9

　　媒体 228 113.4

　　その他 337 139.8

広告事業計 4,826 110.4

中古遊技機売買仲介事業 423 111.9

不動産事業 36 100.0

その他事業 13 －

合計 5,299 110.7

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、 新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間における日本経済は、世界的な金融不安の影響による景気悪化が鮮明となり、世界経済が

停滞局面に入る中で、企業業績の不振や雇用環境の悪化、個人消費の低迷など依然として厳しい状況が続いておりま

す。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界においては、「１円ぱちんこ」に代表される低玉貸し営業の全

国的な普及や、業界大手法人を中心とする新規出店の再開等、明るい兆しも見え始めました。

　こうした環境下で、当社グループでは、主力の広告事業と中古遊技機売買仲介事業において、サービスの付加価値と

生産性の向上を追求し、更なるシェア拡大を目指してまいりました。

　その結果、当第１四半期の売上高は5,299百万円（前年同期比10.7％増）、経常利益は678百万円（同16.9％増）、四

半期純利益は348百万円（同14.9％増）となりました。

　なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

　

（広告事業）

　当第１四半期連結会計期間のパチンコホール広告市場は、業界大手法人を中心とする新規出店にかかる告知需要や

「ＣＲエヴァンゲリオン５～最後のシ者～」、「ＣＲスーパー海物語ＩＮ地中海」等の人気パチンコ機に係る新台入

替告知需要等が旺盛だったこともあり、全体的に好調に推移したものと思われます。

　こうした環境下において、当社は、新規出店告知案件や新台入替告知広告特需の受注最大化に向けた営業活動を推進

するとともに、クライアントのニーズに応えるため、クロスメディアマーケティング支援機能を充実させ、主としてテ

レビＣＭ案件の受注拡大に積極的に取組みました。

　こうした取り組みの結果、当第１四半期の売上高は4,826百万円（前年同期比10.4％増）、営業利益は710百万円（同

18.5％増）となりました。

 

（中古遊技機売買仲介事業）

　当第１四半期連結会計期間の中古遊技機流通市場は、パチンコホールにおける遊技機入替コストの削減や低玉貸し

営業の定着、甘デジコーナーの拡充等の要因により、概ね底堅く推移しました。

　こうした環境下において連結子会社の㈱バリュー・クエスト（以下、ＶＱ社）では、会員制中古遊技機情報サービス

「ＶＱｎｅｔ」における効率的な取引促進に努めると同時に、パチンコホールへの訪問営業強化や各種販売促進キャ

ンペーンなど積極的案営業の取り組みを実施いたしました。さらに、顧客の利便性向上と効率的なオペレーションの

ため、より「安全、正確、迅速」な中古遊技機売買仲介を実現するシステム機能追加を継続的に行ないました。

　こうした取り組みの結果、当第１四半期の成約台数は56千台（前年同期比13.2％増）となり、売上高は423百万円

（同11.9％増）、営業利益は、のれんの償却額を35百万円計上した結果、113百万円（同37.8％増）となりました。

 

（不動産事業）

　当第１四半期連結会計期間においては、連結子会社の㈱ランドサポート（以下、ＬＳ社）における新たな成約案件は

ありませんでした。その結果、当第１四半期の売上高は前年同期と同額の36百万円となり、営業利益は15百万円（同△

6.3％減）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益675百万円を計上した一方で、ＶＱ社における

中古遊技機売買仲介顧客預り金が△818百万円減少した他、前期決算に係る法人税等の確定納付額△545百万円を納

付したこと等により△728百万円の支出（前年同期は△208百万円の支出）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主として差入保証金の預入れによる支出△101百万円及び無形固定資産の

取得による支出△21百万円があったこと等により△134百万円の支出（前年同期は△80百万円の支出）となりまし

た。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、主として前期決算に係る期末配当金の支払△219百万円（源泉所得税控除

後）があったこと等により△246百万円の支出（前年同期は106百万円の収入）となりました。

　これらの結果、現金及び現金同等物は当第１四半期において△1,109百万円減少し、3,520百万円となりました。
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(3）対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

ゲンダイエージェンシー株式会社(E05417)

四半期報告書

 6/20



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 357,000

計 357,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年７月31日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 110,730 110,730ジャスダック証券取引所
当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 110,730 110,730 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成21年４月１日～

　平成21年６月30日
－ 110,730 － 751 － 1,063

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　10,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　100,730 100,730 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 110,730 － －

総株主の議決権 － 100,730 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が１株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ゲンダイエージェンシー

株式会社

東京都八王子市

東町９番８号
10,000 － 10,000 9.03

計 － 10,000 － 10,000 9.03

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 74,100 83,700 113,600

最低（円） 69,500 69,500 82,800

（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、

当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる

四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,525 4,635

受取手形及び売掛金 2,509 2,346

繰延税金資産 19 47

その他 124 114

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 6,170 7,133

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,095

※1
 1,087

無形固定資産

のれん 282 317

その他 373 391

無形固定資産合計 656 709

投資その他の資産 ※2
 1,346

※2
 1,263

固定資産合計 3,098 3,060

資産合計 9,269 10,193

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,412 1,366

短期借入金 400 400

1年内返済予定の長期借入金 108 108

未払法人税等 297 600

中古遊技機売買仲介顧客預り金 904 1,722

その他 329 279

流動負債合計 3,452 4,476

固定負債

長期借入金 944 971

その他 15 15

固定負債合計 959 986

負債合計 4,412 5,462

純資産の部

株主資本

資本金 751 751

資本剰余金 1,063 1,063

利益剰余金 3,640 3,543

自己株式 △983 △983

株主資本合計 4,471 4,375

少数株主持分 385 355

純資産合計 4,857 4,730

負債純資産合計 9,269 10,193
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 4,787 5,299

売上原価 3,294 3,680

売上総利益 1,493 1,618

販売費及び一般管理費 ※
 905

※
 937

営業利益 587 681

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 0 0

その他 0 1

営業外収益合計 2 1

営業外費用

支払利息 6 4

原状回復費用 2 －

その他 1 0

営業外費用合計 9 5

経常利益 580 678

特別利益

貸倒引当金戻入額 6 1

その他 0 －

特別利益合計 6 1

特別損失

固定資産除却損 0 4

固定資産売却損 0 －

特別損失合計 1 4

税金等調整前四半期純利益 585 675

法人税、住民税及び事業税 224 264

法人税等調整額 31 32

法人税等合計 255 296

少数株主利益 27 29

四半期純利益 303 348
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 585 675

のれん償却額 31 35

減価償却費 41 52

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △1

受取利息及び受取配当金 △1 △0

支払利息 6 4

固定資産除却損 0 4

固定資産売却損益（△は益） 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △137 △163

たな卸資産の増減額（△は増加） 2 0

仕入債務の増減額（△は減少） 80 45

中古遊技機売買仲介顧客預り金の増減額（△は
減少）

△252 △818

その他 △43 △12

小計 305 △178

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △7 △5

法人税等の支払額 △508 △545

営業活動によるキャッシュ・フロー △208 △728

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40 △12

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △28 △21

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

敷金及び保証金の差入による支出 － △101

敷金及び保証金の回収による収入 － 1

その他 △9 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △80 △134

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 510 －

長期借入金の返済による支出 △26 △26

自己株式の取得による支出 △88 －

配当金の支払額 △289 △219

財務活動によるキャッシュ・フロー 106 △246

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △182 △1,109

現金及び現金同等物の期首残高 4,006 4,629

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,824

※
 3,520
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間より、株式会

社マスターシップを新たに設立したた

め、連結の範囲に含めております。

──────────

 （2）変更後の連結子会社の数

３社

 

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（重要な資産の評価基準及び評価方法の変

更）

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として個別法による原

価法によっていましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する

会計基準」（企業会計基準第９号　平成18

年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として個別法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しておりま

す。

　この変更に伴う営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益に与える影響

はありません。

　なお、セグメント情報に与える影響は当

該箇所に記載しております。

──────────

【表示方法の変更】

前第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

────────── （連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第１四半期連結累計期間において、投資活動による

キャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりま

した「敷金及び保証金の差入による支出」及び「敷金及び

保証金の回収による収入」は金額的重要性が増したため、

当第１四半期連結累計期間より区分掲記することといたし

ました。

　なお、前第１四半期連結累計期間の「その他」に含まれる

「敷金及び保証金の差入による支出」は△10百万円、「敷

金及び保証金の回収による収入」は0百万円であります。　

　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、334百万円であり

ます。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、343百万円であり

ます。

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産  △14百万円 投資その他の資産 △15百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

従業員給与手当 396百万円

福利厚生費 57百万円

旅費交通費 31百万円

地代家賃 78百万円

のれんの償却額 31百万円

減価償却費 34百万円

貸倒引当金繰入額 9百万円

従業員給与手当 401百万円

福利厚生費 86百万円

旅費交通費 35百万円

地代家賃 77百万円

のれんの償却額 35百万円

減価償却費 40百万円

　 　

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年6月30日現在）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年6月30日現在）

現金及び預金勘定 3,829百万円

担保に供している定期預金 △4百万円

現金及び現金同等物 3,824百万円

 

現金及び預金勘定 3,525百万円

担保に供している定期預金 △5百万円

現金及び現金同等物 3,520百万円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平

成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　110,730株
　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　10,000株
　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり　
配当額　
（円）　

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年４月17日

取締役会
普通株式 251 2,500平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

　

EDINET提出書類

ゲンダイエージェンシー株式会社(E05417)

四半期報告書

15/20



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

 
広告事業
（百万円）

中古遊技機売
買仲介事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去
又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

 (1)外部顧客に対する売上高 4,372 378 36 － 4,787 － 4,787

 (2)セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 4,372 378 36 － 4,787 － 4,787

営業利益（△営業損失） 599 82 16 △0 697 △109 587

（注）１．事業区分の方法

　事業はサービスの種類を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要なサービス

事業区分 主要なサービス

 広告事業 パチンコホール向け広告の企画、制作

 中古遊技機売買仲介事業 インターネットを利用した、中古パチンコ、パチスロ機の売買仲介

 不動産事業 パチンコホール向け不動産の賃貸、仲介

その他事業 インドアゴルフ施設の運営

３．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．に記載のとおり、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用しており

ます。なお、この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。　

　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 
広告事業
（百万円）

中古遊技機売
買仲介事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去
又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

 (1)外部顧客に対する売上高 4,826 423 36 13 5,299 － 5,299

 (2)セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 4,826 423 36 13 5,299 － 5,299

営業利益（△営業損失） 710 113 15 △21 817 △136 681

（注）１．事業区分の方法

　事業はサービスの種類を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要なサービス

事業区分 主要なサービス

 広告事業 パチンコホール向け広告の企画、制作

 中古遊技機売買仲介事業 インターネットを利用した、中古パチンコ、パチスロ機の売買仲介

 不動産事業 パチンコホール向け不動産の賃貸、仲介

その他事業 インドアゴルフ施設の運営

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。
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【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年６月30日）　

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 44,393.99円 １株当たり純資産額 43,434.00円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2,799.93円 １株当たり四半期純利益金額 3,459.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 303 348

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 303 348

期中平均株式数（株） 108,233 100,730

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

著しい変動がないため、記載しておりません。

２【その他】

　平成21年４月17日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………………251百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………2,500円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………平成21年６月29日

 （注）平成21年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行ないます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年７月24日

ゲンダイエージェンシー株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 矢野　浩一　　印

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 城戸　和弘　　印

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 山本　　大　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゲンダイエージェ

ンシー株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゲンダイエージェンシー株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月24日

ゲンダイエージェンシー株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ
　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 城戸　和弘　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山本　　大　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゲンダイエージェ

ンシー株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゲンダイエージェンシー株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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